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（気象庁による）

１．台風19号による降水量の分布と時間経過

特徴：①箱根の約1000㎜を筆頭に関東山地の広い範囲で500㎜といった多
量の降水があった。
課題：①今回だけが異常なのか？ それとも気候変動で今後も起きるの
か？

（気象庁による）

特徴：①関東山地では時間降水量も多かった。②東京区部や横浜では
30mmもなくて少なかった。
課題：①東京区部や横浜に今後100㎜程度も降った場合には今回と違う内
水氾濫や崖崩れが多発しないか？

（気象庁による）

特徴：①半日程度に降水が集中した。②台風前には降水が殆どなかった。
課題：①台風前の数日間にすでに降水があったら、斜面被害も甚大に
なっていたのではないか？

（気象庁による）

2．山地の斜面崩壊状況

箱根

138号(千石原ー宮城野間）



箱根登山鉄道（宮ノ下ー小涌谷間）

（Google)

特徴：①関東の山地では総降水量が500㎜を超えたのにもかかわらず、大規
模な斜面崩壊はあまり見られなかった。②各地の被災状況はまだ調査中。
課題：①台風来襲前の降水量も合わせて、土壌雨量指数などで議論する必要
がある。
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3．多摩川の上・中流部における洗堀、侵食による被害
（1）秋川

特徴：①山中の急流により護岸の侵食、橋脚の洗堀による被害が発生
した。②中流にあたる日野橋でも洗堀が発生した。③鉄道橋でも洗堀
被害が発生しているとのことである。
課題：①侵食発生箇所の予測と対策は？ ②洗堀による橋梁被害の対
策は？ ③台湾での対策事例に学ぶ必要あり。
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4．荒川水系、那珂川、久慈川の国交省管轄堤防決壊
箇所の被災メカニズムと復旧方法

（国土交通省関東地方整備局による）

（国土交通省関東地方整備局による）

http://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/bousai00000216.html

都幾川右岸0.4k決壊箇所

（朝日新聞のヘリコプターに同乗して10月13日
に撮影）都幾川右岸0.4kmの破堤箇所

（10月17日撮影） 浸水した水がすでに堤内地から川に向かって流れ始めていた。

越辺川右岸0.0ｋ決壊箇所

（朝日新聞のヘリコプターに同乗して10月13日に撮影）

侵食された裏のり面（10月17日撮影）



一般的な堤防決壊のメカニズムのイメージ図

（1）河川水の越水による堤防決壊

（2）河川水の浸透による堤防決壊

②浸透破壊

（3）河川水の侵食・洗堀による堤防決壊

①パイピング破壊

（国土交通省関
東地方整備局に
よる）

越水に対する分析（越水範囲の特定）

（国土交通省関東地方整備局による）

（国土交通省関東地方整備
局による）

堤体の土質および
浸透に対する分析
（照査結果）

（国土交通省関東地方整備局による）

（国土交通省関東地方整備局による）
（国土交通省関東地方整備局による）

特徴：①標高が1000mより低い山地から流れ出している川でも氾濫を生じた。
②越辺川右岸で広く浸水した地区の水は決壊箇所から流れ込んだだけの水で
はなく、支流の氾濫によるものも含まれている。
課題：①支流にも遊水地などの貯留施設の設置が必要ではないか。②越流が
免れない場合に決壊し難いような対策は？ ③河道の掘削も大切。

（国土交通省関東地方整備局による）

(2)那珂川

（国土交通省関東地方整備局による）
（国土交通省関東地方整備局による）



那珂川左岸40.0k

（国土交通省関東地方整備局による）

(3)久慈川

（国土交通省関東地方整備局による）

久慈川右岸25.5k

上流で越水した水の戻り水によって
堤外地側に向かって決壊

（国土交通省関東地方整
備局による）

（国土交通省関東地方整備局による）

（国土交通省関東地方整備局による）

特徴：①堤防整備が遅れている区間が存在。②河川水が多く越水した箇
所が多かった。
課題：①上流の河川整備は追いつくのか？ ②戻り水による決壊に対す
る対策は？

想定最大規模

国交省で想定されている浸水深

（1）狛江市の自宅付近の状況

（国土交通省による）

16:41時点のライブカメラ
5．多摩川下流部の内水氾濫

ライブカメラが設置してあるボート屋の位置では2.4mほど差があったが、
坂路部では天端下1.1mまで水位が上がってきていた。
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堤防天端（地理院地図より読み取った値）
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（治⽔地形分類図）

自宅から上流側2kmの痕跡水位のレーザー
距離計による測定（10月22日）



（2）多摩川左岸24.3k付近（狛江市西和泉、多摩川住宅）

（Google）

（10月20日撮影）（10月22日撮影）

根川の六郷排水樋管の水門を閉めなかったので多摩川の水が逆流したとのこと。

（3）多摩川右岸18.6k付近（川崎市高津区久地）

（朝日新聞のヘリコプターに同乗して10月13日に撮影）

平瀬川の護岸が多摩川より低い。

多摩川の現堤防が建設されたが、現堤防
と霞堤の間に家は建っていない。

1944年～1954年 現在

（今昔マップに記入）

多摩川現堤防と霞堤の間に住宅が
建てられている。 （朝日新聞のヘリコプターに同乗して10月13日に撮影）

浸水被害を受けた高層マンショ
ン

（10月19日撮影）

（4）多摩川右岸12.4k付近（川崎市中原区新丸子東、武蔵小杉駅
付近）

（5）多摩川左岸14.2k付近（東京都世田谷区玉堤）

（Google）

開

閉

閉

閉

特徴：①多摩川本川の水位が天端近くまで上がって、無堤区間で溢水が生
じた。 ②支流や下水の水門、樋門を閉じた箇所と閉じなかった箇所が
あったようである。 ③右岸、左岸とも支流、下水で内水氾濫が発生した。
④本川の堤防と霞堤との間で越水が発生した。
課題：①広域に多量の降水があると水門、樋門の開閉にかかわらず内水氾
濫が生じることへの対応は？ ②支川自体に遊水地などが必要ではないか。
③ビルの地下室に浸水して電気設備が機能しなくなることへの対応は？

6．遊水地などが果たした機能

彩湖（荒川第一調節池）渡良瀬遊水地

（朝日新聞のヘリコプターに同乗して10月13日に撮影）

特徴：①荒川、渡良瀬川、鶴見川の各遊水地とも貯水して有効であった。
②山中のダムでの貯水も機能したようである。③首都圏外郭放水路も有効
であった。④遊水地以外に中流部の田畑が湛水して下流への出水を減らし
たのではないか？
課題：①昔からの遊水地を明確化し、利用する必要があるのではないか。
②荒川など新たな遊水地が建設できるか？ ③多目的ダムの事前放流、緊急
放流のタイミングの問題が生じた。 ④ダムの堆砂の掘削は？ ⑤各河川の
特性を生かしたハードな対策を推進する必要がある。


